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（宛先）京都府知事 2011年７月２９日

住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地）
京都府宮津市字須津４１３

氏名（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）
日本冶金工業株式会社大江山製造所
取締役所長山崎重信

環境マネジメントシステムの名称 ISO14001 

適用範囲日本冶金工業株式会社大江山製造所

導入年月日2001年１１月２２日

認証番号No.E353 

基本方針

･全従業員で環境保全活動に取組み環境目的･目標を設定し定期的な見直し

を行い継続的な改善を図る｡･環境保全に関する法律､条例､協定等を遵守
し、自主基準を設け環境保全の向上を図る゜･環境保全活動による省資源ﾘｻｲ
ｸﾙ､省ｴﾈﾙｷﾞｰを通じ環境汚染の予防を図る`?･環境方針を周知し､環境目的及
び環境目標の教育により､環境管理ｼｽﾃﾑを維持する｡･環境保全活動を推進
するため地域社会との協調連帯を図る。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

①リサイクル燃料の使用（重油からのCO2削減）
●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

②エネルギー原単位の削減
●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

重油代替率前年度比1%増

･前年度比1%減

目標を達成するための取組の内容

①リサイクル燃料の使用（重油からのCO2肖ﾘ減）

重油代替として再生油を使用すし、石炭代替として廃プラスチック原料を
使用することによりバージンエネルギーを削減する。
②エネルギー原単位の削減
炭材、重油、微粉炭等のエネルギーロス改善。

目標を達成するための取組の進捗状況

①リサイクノレ燃料の使用（重油からのCO2削減）

重油代替として再生油を使用すし、石炭代替として廃プラスチック原料を
使用することによりバージンエネノレギーを削減中。
②エネルギー原単位の削減
操業の炭材、重油、微粉炭等のエネルギーロス改善中。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

日本検査ＱＡによるサーベイランス審査を受け、引き続きシステム
の運用継続が承認された。

事業活動に係る法令の遵守の状況

日本検査ＱＡによるサーベイランス審査を受け、遵守されているこ
とを確認。

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

日本検査ＱＡによるサーベイランス審査を受け、引き続きシステム
の運用を継続する。


